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地域連携の取組状況
（地域自治体との意見交換結果の報告）
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• 千曲川の沿川地域では、すでに千曲川へ愛着を持った活動が実施されている。また、アンケートによ
れば、地域からもっと千曲川に親しむイベントの機会を求めるニーズもある。一方、砂礫河原の再生
工事等の自然再生事業を実施している国土交通省は、事業の効果を地域と共感したい。

• そうした両者が連携・協働することで、互いの活動が発展し、結果として、より魅力ある千曲川を未
来の子どもたちに継承していくことができる。これを目指し地域協働を実施する。

国土交通省

自然再生事業を実施中
→地域の財産である千曲川の魅力
をより向上させるために実施中

事業の効果を地域と共感し
たい
→事業により千曲川がどう変化して
いっているのか地域の方々と一緒に
実感したい

事業への理解と協力へ

自治体・地域の皆様

千曲川に愛着を持った活動を
実施中
・すでに千曲川を地域の財産として、
ふるさとの自然に愛着をもつ市民を
育てる活動を実施中

体験の機会を求めるニーズ
・千曲川に親しむイベントを求める声
が多い
（国交省で実施したアンケート結果）

連携・協働

より魅力ある千曲川を未来へ継承・・

・専門家の派遣
・安全な活動場所の提供
・地域連携の機会の形成
等

・モニタリングの協力
・イベントの共催 等

１.地域協働の目指すもの
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• 地域協働は一足飛びに進めることはできない。地域協働のゴールである、千曲川が地域
のみなさんに活用され、千曲川が地域に愛される河川になるためのステップアップして
いく考え方を整理した。

• まず、地域の人たちに千曲川を知ってもらうことからスタートし、千曲川を体験しても
らうイベント実施して千曲川の魅力や課題を自然再生事業について理解してもらう。そ
れを通じて、地域がつながり、魅力あふれる千曲川に育てていく・・・そのようなス
テップアップで、活動されているみなさんと一緒になって進めていきたい。

• 地域協働は、地域の方々と一緒に考え、より恵み豊かな千曲川としていくための活動。

知る：今の地域での活動状況を知る。自然再生事業を知ってもらう。START

広げる：より魅力的な千曲川にするための
活動をひろげていく。JUMP

体験：川の体験イベント等を通じて、千曲川の魅力・課題や自
然再生事業のことを理解してもらう。HOP

つなぐ：千曲川の沿川での活動の情報や課題を共有
して、協力しあえる環境をつくる。STEP

地域からの愛着があって、
恵み豊かな千曲川GOAL

地域協働の進め方概念図（ホップ・ステップ・ジャンプ）

２.地域協働の進め方
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主な意見
上田市 川の体験教室の中に組み込む形で一緒にできることがあるかも

しれない。礫河原のバードウォッチング、クイズラリーなど。

古舟橋下の砂礫河原なら、道の駅も使え、広い場所なので、協
働でできることがある。

千曲市 環境市民会議にこの提案をつなぎ、検討してもらうことはでき
る。
水辺の学校でもこれまでと異なるメニューを、この提案内容か
ら検討したい。

坂城町 お忙しい専門の先生の代わりにきてもらったり、座学と野外講
座の組み合わせのイベントを一緒にできたらよい。

各自治体（長野市含む）の実施するイベント等で、
協働できる内容について検討していく。

地域の沿川市町と連携した地域協働の取組を実施するため、具体的にどのような連
携方法ができるかについて、昨年度時点で自然再生事業を実施している上田市、千
曲市、坂城町と意見交換を実施した。

３.昨年度の取組状況
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• 実施方法
• 日時：2023年2月1日
• 方法：オンライン

• 目的
• 地域協働の目的、目指すものの共有
• 今年から実施可能な協働の活動に関する意見交換

• 内容
• 自然再生事業の目的・実施状況を説明し、その中で地域協働の意義につ
いて共有

• 具体に協働できる取組案を提示し、意見交換。
• 具体的な実施に向けてのステップを確認

• ヒアリング先
• 千曲市 生涯学習課、環境課、都市建設課

今年度は、昨年度の意見交換を踏まえ、まずはこれまでもイベントで協働
を実施してきた千曲市と今後の協働の在り方について意見交換を行った。
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４.今年度の取組状況



ふるさと自然体験学習会「水辺の楽校であそぼう」を活用した砂礫河原
でのメニュー（案）

① 浅瀬に住む水生昆虫などの水辺の生き物観察
• 浅瀬を使い、子供たち自身で生き物を捕まえてもらい観察してもらいます。

② 生物コレクションアプリ「Biome」を活用した砂礫河原に生息する植
生等の生き物観察

• 「カワラヨモギ」「カワラハハコ」等の指定植物等を、参加者自らBiomeに登録します。
植物の種類や登録数による合計高得点者に簡単なプレゼントを配布します。

③ 自然再生事業の講義

河川事務所の役割：生き物観察の当日スケジュール等の企画・講師派
遣、自然再生事業の講義の実施

• 千曲市と連携できるイベントでのメニュー案を提案した
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５.地域と協働での取組（案)



主な意見
千曲市 生きもの情報収集アプリを使ったゲーム感覚のプログラムは子

どもたちの興味をひきそうで、取り入れてみたい。
今年6-7月に開催を予定している水辺の楽校のイベントで、千
曲河川事務所にも協力いただき、砂礫河原をつかって自然再生
事業をPRしつつ、生きものと触れ合うプログラムを実施したい。
地元でこれまで一緒にされている講師の先生方と計画や準備段
階から一緒に検討できるとよい。
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今夏、千曲市との協働イベントを実施し、引き続き他の自
治体ともイベント等で協働できる内容について検討していく。

• 千曲市との意見交換結果を示す。
• まずは、千曲市が例年実施する水辺の楽校のイベントに、国土交通省も例年通
り参加し、新しい企画も盛り込む形で地域協働を進めていく。
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６.意見交換結果を踏まえた今度の協働の方向性（案）
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